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当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２５年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
7. 土木費 2. 都市下水路維持管理事業

3. 都市計画費

5. 都市排水費 下水道課

（佐倉市）　　

第５章
｢住環境が整備された住みやすいまちづくり｣～都市 -

基盤整備の充実～ 平成23年度 -

経常 単独 計画 1,476 △10 基本施策５
生活環境の改善を推進するまちにします 平成24年度 -

平成25年度 -

施策２
雨水排水の処理施設の整備に努めます 平成26年度 -

平成27年度 -

8 1,466 8 1,458

都市下水路の維持管理に要する委託料、維持補修工事な ・フェンス等の施設の破損を早期に発見し、破損による ・草が伸びていることによる不快感を削減します。

どに要する経費です。 転落事故等を防止します。 ・児童等の通勤、通学者が安心して通行出来ます。

・周辺住民の生活環境の悪化を防止します。

・山崎都市下水路に併設する管理道路は、小学校の通学路や京成佐倉駅

への通勤路となっていることから、草刈りにより見通しを良くし、防犯

性を高めます。

　局地的集中豪雨に対処するためにも定期的な浚 　流下能力を確保することにより周辺区域の溢水

渫を行う必要がある を軽減できる

使用料及び手数料

12 5 2 3

13 1,061 1,074 △13

15 400 400 0

13 01 06 03 01 00 水路用地占用使用料 8 8 0

差引一般財源 1,458 1,468 △10


